
14：10～ 14：20　開催挨拶と趣旨説明
浅島　 誠（日本学術会議連携会員、独立行政法人日本学術振興会理事、東京大学名誉教授）

14：20～ 14：40　「国立自然史博物館」設立へ向けての日本学術会議の取り組み
岸本 健雄（日本学術会議会員、お茶の水女子大学サイエンス＆エデュケーションセンター客員教授、東京工業大学名誉教授）

14：40～ 15：00　生物多様性の変遷を明らかにする「国立自然史博物館」
久保田 康裕（琉球大学理学部生物系教授）

15：00～ 15：20　バイオミメティクスのメッカとしての「国立自然史博物館」
下村 政嗣（千歳科学技術大学教授）

15：20～ 15：40　生物資源の宝庫と「国立自然史博物館」
佐藤 矩行（日本学術会議連携会員、沖縄科学技術大学院大学教授）

15：40～ 16：10　総合討論
司会：馬渡 駿介（日本学術会議連携会員、北海道大学名誉教授）

主　催：日本学術会議基礎生物学・統合生物学委員会合同　自然史財の保護と活用分科会、
　　　　動物科学分科会、自然史・古生物分科会
共　催：日本進化学会
後　援：平成 26～ 28 年度科学研究費補助金基盤（B）「自然史財の総合的研究」（研究代表者：馬渡駿介）

国立自然史博物館
の設立を推進する

今日、我々の暮らしをこれまで支えてきた科学技術の将来に赤信号がとも
り、自然資源の枯渇が予想され、人類の持続可能性を保証してきた生物多
様性が失われつつある。このような現状から脱却するには、30億年の歴史
を持つ生物進化を規範として我々の暮らしを立て直す必要がある。生物進
化を証拠立てるのは自然環境から収集した自然史標本であり、それを研究
する学問が自然史科学である。自然史標本を時間軸で比較すれば生物多様
性の変遷が明らかになる。
自然史標本を研究することで、人類に利用可能な自然資源を見つけること
ができるし、進化の結果である生物の形態と機能の関係を科学技術に応用
できる。ところが、自然史標本を収集保全して研究する施設が貧弱なため、
日本の自然史科学は世界に大きく後れをとっている。科学技術の将来に光
明を見いだし、自然資源を探索し、人類の持続可能性を保証するためには、
自然史標本を収集・保全して研究する自然史研究の拠点、すなわち「国立
自然史博物館」が必須であることを論議する。

日本学術会議主催・日本進化学会第17回大会公開ワークショップ

2015年 8月 21日（金）14:10 ～ 16:10
中央大学後楽園キャンパス5号館2階 Room 2（〒112-8551 東京都文京区春日1-13-27）
参加無料　事前申し込みは必要ありません。お気軽にご参加下さい。
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